令和３年度阪神北県民局ナラ枯れ対策事業実施要領
第１　趣　旨

この要領は、森林ボランティア団体等が行うナラ枯れ被害への対応を支援するために、阪神北県民局が実施するナラ枯れ対策事業について、令和３年度阪神北県民局地域創生推進事業補助金交付要綱（以下、「要綱」という。）に定めるほか、必要な事項を定める。

第２　事業区分
１　ナラ枯れ被害対策事業
　　ナラ枯れ被害の拡大を防ぐため、被害木の病害虫駆除または健全木への被害予防等の防除活動を行うものに支援する。（駆除措置としては、伐倒駆除、粘着シート、粘着剤・殺虫剤散布、トラップ等、予防措置としては、樹幹注入、粘着剤・殺虫剤散布、資材被覆等）。
２　ナラ枯れ木伐倒対策事業
　　　里山景観の維持及び倒木等による災害防止のため、ナラ枯れ被害を受けた、あるいは受ける可能性の高い大径木を伐倒、集積するものに支援する。
第３　補助対象者

補助の対象となる者（以下、「補助対象者」という。）は、次の要件に該当する者とする。ただし、阪神北県民局長（以下、「局長」という。）が特に認める場合はこの限りでない。
１　ナラ枯れ被害対策事業
森林ボランティア団体、森林所有者。
２　ナラ枯れ木伐倒対策事業
森林ボランティア団体、森林所有者。
なお、森林ボランティア団体については、次の基準を全て満たすものとする。

1 概ね10名以上の者が参加する団体で、規約等が整備されていること。

2 阪神北県民局管内または阪神南県民センター管内に活動地があること。

3 事業の実施体制が整っていること(ナラ枯れ木等の伐倒作業を行う場合は、「チェーンソー作業従事者特別教育」終了者等がいること)。
第４　対象森林

補助の対象となる森林は、ナラ枯れが発生している森林及びその周辺森林とする。ただし、局長が特に認める場合はこの限りでない。
第５　補助対象経費及び補助率
補助対象経費及び補助率は、次のとおりとする。
１　ナラ枯れ被害対策事業

　　補助対象経費は、事業実施にかかる資機材購入費とする。ただし、森林所有者による自力施工が困難と局長が認める場合は、補助対象経費の3分の1以内で作業の一部を労務委託することができるものとする。また、箇所ごとの上限は290千円とする。
補助率は10/10以内とし、補助金の額は千円未満の端数は切捨とする。
２　ナラ枯れ木伐倒対策事業
　　補助対象経費は、事業実施にかかる資機材購入費及び労務委託費等とし、箇所ごとの上限は400千円とする。
補助率は森林ボランティア団体については10/10以内、森林所有者等については1/2以内とし、補助金の額は千円未満の端数は切捨とする。
第６　事業採択要望書の提出

事業採択を要望する補助対象者は、事業採択要望書（要領様式第１号）を、活動地所在市町長を経由して局長に提出するものとする。

第７　事業採択審査

事業採択要望書を受理した局長は、予算等を勘案のうえ、内容を審査するとともに、必要に応じて現地調査を行い、適当と認める場合は、活動地所在市町長を経由して採択通知（要領様式第２号）するものとする。
第８　補助金の交付申請
第７の採択通知を受領した補助事業者は、局長が別に定める日までに、要綱第３条に基づく補助金の交付申請を行うものとする。

第９　補助金の概算払い
要綱第14条の2に基づき、局長は必要と認めるときは、補助金を概算払いすることができるものとする。
第１０　事業の完了

補助事業者は、事業を実施し、経費を支払い、領収書を受領することをもって事業完了とし、すみやかに要綱第11条に基づく補助事業実績報告書を局長に提出するものとする。

付則

（施行期日）

　この要領は、令和３年４月１日から施行する。
